
１：尿が出にくい、尿がでない（尿閉）

男性の場合は５０歳を過ぎると、尿が出にくくなります。

原因としては前⽴腺肥⼤症がもっとも多く、６０歳では

２０〜５０％に⾒られるという報告があります。ただし、治療する⽅は⼀部です。

他の原因として前⽴腺がんや脳梗塞の後遺症や糖尿病などに

よる膀胱機能低下によるものがあります。

＞＞受診していただくと検査となります。

まず検尿で、尿に異常（出⾎、感染）がないかをチェックします。

その後、腹部超⾳波にて前⽴腺の⼤きさ（正常は約２０ml）や残尿（排尿直後の膀胱に残っている尿の量：正常は１００ml以

下）を測定します。

同時に、超⾳波で腎臓、膀胱に腫瘍や結⽯がないかも検査します。疑わしい時には、前⽴腺がんの腫瘍マーカーのPSAも調べ

ることもあります。

＞＞治療は⽣活指導（アルコールの制限など）、内服薬、内視鏡⼿術、尿閉時は⼀時的なカテーテルによる導尿などとなりま

す。



前⽴腺肥⼤症の病状と治療
原因と頻度：前⽴肥⼤症の原因は明らかになっていないが、加齢による変化であり、４５歳ころから⾒られる良性の腫瘍であ
る。⼈間以外では⽝なと少数の動物で報告がある。６０歳男性（前⽴腺は⼥性には存在しない）の発⽣頻度は２0−５０％と
⾔われる。

症状：膀胱からの尿の出⼝である尿道を囲んでいるので、前⽴腺肥⼤症により尿道を圧迫して尿を出にくする。前⽴腺肥⼤症
の症状を評価するための、国際前⽴腺症状スコア（IPSS：下記参照）がある。

評価：検尿をして感染がないか、腹部超⾳波で、前⽴腺の⼤きさ（２０mlが正常値の⽬安）や残尿（排尿直後の膀胱内の尿
量：５０mlが⽬安）を測定し、尿流測定（機械で勢いを調べる）を⾏って病状を評価する。前⽴腺がんが疑わしい時は⾎中
PSAを測定する。

治療：内服薬にて治療を⾏う。内服が無効の時や、尿閉や感染を合併する時は⼿術（内視鏡にて尿道から切除や摘出）を考え
る。
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膀胱にある尿が尿道から出ないことを尿閉と⾔い、前⽴腺肥⼤症や前⽴腺がん、脳梗塞の後遺症などの膀胱機能低下、外傷性
尿道狭窄などで⾒られます。⼀⽅、腎炎などの腎機能障害で腎で尿が作られない場合や⼤腸がんの両側尿管浸潤などで尿が膀
胱まで流れない場合は無尿と呼びます。前⽴腺肥⼤症の⽅がお酒を飲んだあと、かぜ薬を飲んだ後などに、急にお腹が張って
きて、尿をしたいのに尿が出なくなり、痛くて救急⾞で来ることもあります。尿道から細いチューブを膀胱まで挿⼊して、尿
を出します。これを導尿と⾔います。慢性的に知らずに少しだけ尿が溢れて出てくるのを溢流性尿失禁と⾔います。
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1B. 尿閉


